
大
阪
・難
波
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
四
丁
目
ほ
か

２
　
調
査
期
間
　
　
第
九
七
十
三
次
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
五
月
１

一

九
九
八
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
①
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
藤
　
隆

・
李
　
陽
浩

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
―
八
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

難
波
宮
は
上
町
台
地
の
北
端
、
現
在
の
大
阪
市
中
央
区
法
円
坂
を
中
芯
に
営

ま
れ
た
宮
で
あ
る
。
二
時
期
の

遺
構
が
重
な

っ
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
古
い
方
が
前
期
難
波
宮

で
、
七
世
紀
中
頃
に
孝
徳
天
皇

の
難
波
遷
都
に
伴

っ
て
造
営
さ

れ
、
天
武
天
皇

の
朱
鳥
元
年

全
ハ
八
一〇

正
月
に
焼
失
す
る

ま
で
存
続
し
た

「難
波
長
柄
豊

碕
宮
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(大阪東北部)

遺構検出状況 (東から)



1998年 出土の木簡

一
九
九
七
年
度
の
宮
域
北
西
部
に
お
け
る
調
査
で
、
北
西
に
開
く
谷
と
、
そ

の
中
に
築
か
れ
た
石
組
み
溝

・
水
溜
め
を
検
出
し
た
。
谷
は
、
塀
で
区
画
し
倉

庫
を
整
然
と
配
置
し
た

「内
裏
西
方
官
衛
」
の
西
方
宮
外
に
あ
る
。
石
組
み
溝

は
、
○

・
五
ｍ
以
上
の
花
聞
岩
の
自
然
石
を
積
み
、
内
法
約
○

・
五
ｍ
深
さ
約

一
ｍ
で
あ
る
。
途
中
か
ら
蓋
を
も
つ
暗
渠
と
な
り
、
蓋
石
に
は

一
。
五
ｍ
以
上
、

重
さ
約

一
。
人
ｔ
も
の
巨
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
谷
頭
の
水
溜
め
か
ら
ほ
ぼ

谷
筋
の
方
向
に
延
び
、
湧
き
出
た
水
を
北
西
へ
流
す
機
能
を
も

つ
。
本
調
査
地

か
ら
約
二
〇
〇
ｍ
の
と
こ
ろ
で
同
様
の
石
材
が
出
土
し
て
い
る
。　
一
連
の
も
の

と
す
る
と
相
当
長
い
水
路
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

水
溜
め
は
約
八
ｍ
×
五
ｍ
の
隅
丸
長
方
形
で
、
深
さ
は

一
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。

周
囲
は
部
分
的
に
石
を
積
む
が
、
大
部
分
は
粘
土
を
盛

っ
て
固
め
ら
れ
て
い
た
。

水
溜
め
内
や
周
辺
で
は
四
ヵ
所
で
木
枠
が
組
ま
れ
、
底
に
は
玉
石
が
敷
か
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
年
代
は
、
出
土
土
器
が
七
世
紀
中
頃
を
下
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

前
期
難
波
宮
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
報
告
す
る
木
簡
二
点
と
木
簡
を

転
用
し
た
人
形
代

一
点
は
、
こ
の
水
溜
め
か
ら
出
土
し
た
。

谷
の
南
東
に
広
が
る
倉
庫
群
は

『
日
本
書
紀
』
朱
鳥
元
年
正
月
条
に
あ
る

「
難
波
大
蔵
省
」
に
あ
た
る
と
い
う
考
え
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
倉
庫
群
と
、

水
溜
め
お
よ
び
石
組
み
溝
と
い
う
組
合
せ
は
、
未
だ
検
討
す
べ
き
点
を
残
す
も

の
の
、
倉
庫
令
倉
於
高
燥
処
置
条
に
お
け
る

「
（倉
庫
の
）
側
に
池
渠
を
開
け
」

と
い
う
規
定
に
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

い
　
。
×
奴
我
罷
間
盗
以
此
□
在

【
国
ヵ
〕

×
□
言
在
也
自
午
年
□
□

×
於
是
本
奴
主
有
□
□
□

〔知
ヵ
〕

×
ロ
ア
君
之
狂
此
事
□
口
言
□

「謹
啓

〔初
ヵ
〕

「
□
然
而

山
ア
王
」

Ｐ
∞
ω
×

卜
Ｐ
×

ｏ
　

ｏ
⇔
μ
Ｘ

ａ

じ

×

６

９

×

］

ｏ
‘

（
馬

じ

×

］
ｏ
×

∞
　

ｏ
Ｓ



①
は
、
も
と
は
両
面
に
二
行
以
上
に
わ
た
っ
て
文
字
が
記
さ
れ
た
木
簡
で
、

再
加
工
し
て
人
形
代
に
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
字
の
向
き
は
人
形
代
の
上

下
と
反
対
で
、
人
の
首
の
部
分
で
は
字
が
加
工
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
の
が

観
察
で
き
る
。
頭
の
部
分
は
木
簡
の
下
端
部
に
近
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
側
面

が
本
来
の
も
の
か
再
加
工
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
表
の

一
行
日
の

「□
」
は

「往
」
か

「住
」
で
あ
ろ
う
。
遺
存
状
態
は
良
好
で
、
ほ
と
ん
ど
の

文
字
は
判
読
で
き
た
が
、
全
体
の
文
意
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。
た
だ
、

先
述
し
た
転
用
の
状
況
か
ら
み
て
も
、
ま
じ
な
い
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
内
容

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は

「謹
啓
」
の
書
き
出
し
で
始
ま
る
文
書
木
簡
で
あ
る
。
「謹
啓
」
の
用

例
は
奈
良
県
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
に
も
あ
る
が

（奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
一影
、
伴
出
遺
物
か
ら
年
代
は
本

例
の
方
が
古
い
。

①
は
残
存
す
る
部
分
の
上
半
部
に

「山
ア
王
」
の
み
が
記
さ
れ
、
そ
の
上
下

や
裏
面
に
は
文
字
は
な
い
。
古
代
に
お
い
て

「山
部
王
」
の
名
は

『
日
本
書

紀
』
天
武
元
年
条
や

『万
葉
集
』
に
見
ら
れ
、
桓
武
天
皇
の
諄
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
。
伴
出
遺
物
の
年
代
か
ら
は
、
こ
の
木
簡
に
記
さ
れ
た
人
物
は
天
武

元
年

全
ハ
七
一
し
、
壬
申
の
乱
に
お
い
て
没
し
た

「山
部
王
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
も
難
波
宮
跡
周
辺
で
出
土
し
た
本
簡
は
い
く
ら
か
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
年
代
が
造
営
前
に
遡
る
か
、
同
時
期
で
も
宮
域
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ

ろ
に
お
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
期
難
波
宮
の
中
枢
部
付
近
か
ら
木
簡
が
出
土

し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、
貴
重
な
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
三
点
の
木
簡
の
釈
文
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
お
い
て
東
野
治

之

・
栄
原
永
遠
男
両
氏
、
同
研
究
所
史
料
調
査
室
の
諸
氏
、
お
よ
び
当
協
会
古

市
　
晃

一
鳥
居
信
子
氏
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
た
成
果
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

⑪
大
阪
市
文
化
財
協
会

『章
火
』
七
三

（
一
九
九
八
年
）

同

『葦
火
』
七
四

（
一
九
九
八
年
）

同

『垂早
火
』
七
六

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（佐
藤
　
隆
）




